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概要 

2022 年 9 月 1 日に国立精神・神経医療研究センターが東京都のてんかん支援拠点病院に指

定された。今年度は、てんかん治療医療連携協議会を 2回開催し、てんかん患者及びその家

族を対象とする相談事業の構築を進めた。 

東京都は背景人口が多く、てんかん専門医療施設も複数存在する。しかし、それらの施設は

地域的に偏在する傾向がある。また、交通機関が発達していることから医療圏を跨いだ紹介

や東京都外への紹介も少なくないことが分かっている。このような環境で、東京都としての

地域連携をどのように構築するか、議論を継続する予定である。 

 

東京都の実態（指定前の令和 3 年度事業より） 

令和３年度東京都てんかん診療連携体制整備事業の委託で実施したアンケート調査の結果

を転記する。2021年 6月に、東京都医療機関案内サービス（ひまわり）に登録されているて

んかん診療施設を対象に調査し、計 864件の郵送に対して 304件の回答を得た（施設単位の

回答率 26.2%）。 

53.5％の施設は、月当たりの平均てんかん患者数が 10 人未満であった。内科やその他の診

療科からの回答が相当数あり、てんかん診療の裾野が広く、てんかん患者を診療する非てん

かん専門医が多いことが伺えた。 

61.5%の施設が薬剤調整～診断治療一般を実施していると回答したが、85.8％の施設は年間

紹介数が 10人未満もしくはゼロであった。紹介目的の約 20％は患者都合・希望であり、紹

介を必要とする患者が少ない、あるいは紹介が必要だが紹介先が分からないなどの理由が考

えられ、てんかん診療レベルに応じた病院・診療所間連携がうまくいっていない可能性が示

唆された。てんかん専門施設への医療圏を跨いだ紹介や東京都外への紹介も目立った。なお、

小児科の回答割合は想定よりも少なく、調査対象に偏りがあった可能性がある。 

 

1．てんかん治療医療連携協議会 

2022 年 12 月 19 日と 2023 年 2 月 15 日の 2 回、てんかん治療医療連携協議会を Web 開催し

た。委員の構成は以下のとおりである。 

・日本てんかん協会東京支部の協力により、相談事業の一つとして当事者によるピア相談を

実施することが提案され、次年度の実現に向けて検討する方針となった。 

・支援拠点病院に加えて、複数の連携病院がネットワークを形成して事業を進めることにつ

いて議論した。連携病院の指定に向けて、役割を明確にする方向で議論を継続する方針とな

った。 

・次年度は、てんかん当事者のメンバーを増やすことが要望された。 

 



令和４年度東京都てんかん治療医療連携協議会メンバー 

区分 氏名 所属等 

支援拠点病院 岩崎真樹 NCNP病院 脳神経外科 

 中川栄二 NCNP病院 てんかん診療部 

 谷口豪 NCNP病院 てんかん診療部 

医師会等 平川博之 東京都医師会副会長 

 菊池健 東京精神科病院協会常務理事 

 岩木久満子 東京精神神経科診療所協会理事 

てんかん専門医療施設 前原健寿 東京医科歯科大学医学部付属病院てんかんセンタ

ー 

 菅野秀宣 順天堂てんかんセンター 

 國井尚人 東京大学医学部附属病院てんかんセンター 

 松尾健 東京都立神経病院てんかん総合治療センター 

 須永茂樹 東京医科大学八王子医療センター 

患者・家族 中村千穂 日本てんかん協会東京都支部 

東京都 石黒雅浩 精神保健福祉センター所管 

 

2. ホームページおよび相談窓口の開設 

・東京都てんかん支援拠点病院のホームページを作成し、2023 年 3 月 1 日に公開予定であ

る。てんかん患者あるいはそのご家族のための相談窓口を、ホームページ上にフォームとし

て設置して運用する。国立精神・神経医療研究センターに所属するてんかん診療支援コーデ

ィネータとてんかん専門医が回答を担当する予定である。 

・国立精神・神経医療研究センター病院医療連携福祉相談室にてんかんを担当するソーシャ

ルワーカーを 2名配置し、対面の相談を受け入れている。 

 

3．医療従事者、関係医療機関、てんかん患者及びその家族

等に対する研修 

・てんかん市民公開講座 2022年 12月 17日 Web開催 

登録者数 231名、視聴者数 166名 

・パープルデイイベント 2023年 3月 24日（予定） 

一般人向けの疾患啓発イベント 

国立精神・神経医療研究センター病院で開催 

 

 


